
統合電子カルテビューア（電子カルテ原本担保システム）の構築及び保守  

仕様書 

１  概要 

神奈川県立こども医療センター（以下「当センター」という。）では、2027年５月１日よ

り、既存電子カルテシステム（キヤノン ITSメディカル社 HAPPY ACTIS）から新電子カルテ

システム（富士通 Japan社 Hope LifeMark-HX）へ統合医療情報システムの切替えを行う。 

 そこで現電子カルテシステムのカルテ記載・オーダ情報などの参照環境構築を目的とした、

統合電子カルテビューアを導入する。なおこの統合電子カルテビューアは、法令上の義務に基

づいた診療録の原本担保システムを兼ねる。本仕様書は、本調達における仕様を定めたもので

ある。 

２  構築期限・契約期間 

（１）構築期限  令和９年４月 30日までに運用可能な状態にすること。 

（２）保守期間  令和９（2027）年５月１日から令和 16(2034)年４月 30日まで（７年間）

（３）構築期間中の検証等に必要なライセンスの有効化は履行開始日前に行ってよいが、これに 

   要する費用は契約金額に含むこと。 

３  納入場所 

  〒232-8555 神奈川県横浜市南区六ツ川 2-138-4 神奈川県立こども医療センター 

              本館２Ｆ サーバ室 

４  作業条件 

（１） 現地調査を実施し、作業の日程については病院業務に影響しない時間帯・曜日で実施す 

    ることを前提として、当センターの担当者の了解を得ること。 

（２） 作業にあたっては、安全面に十分配慮するとともに、病院業務に支障のないようにする 

      こと。 

（３） 患者の安全及びプライバシーに十分に注意して作業すること。 

（４） 作業に際し必要な場合は養生を行うこと。また、建物及び物品に損害を生じた場合は、 

     受注者が自己の責任と負担のもとに原状回復を行うこと。 

（５） 作業にあたっては、病院での作業に精通した要員が当該作業を実施すること。 

（６） 導入した物品が有効に稼働するために必要な調整については、受注者の負担により責任 

     をもって行うこと。 

  



５  整備内容 

 下表に記載のものを整備すること。機能要件の詳細は、別紙「統合カルテビューア（電子カル

テ原本担保システム）構築及び保守 要求仕様書」を参照すること。 

種別 品目・内容 数量 

（１）データ抽出・移行 
 既存電子カルテからの診療情報（修正歴・削除歴を含

む。）の抽出、本システムへの取込み及び検証 
一式 

（２）ソフトウェア 
 統合電子カルテビューア（サーバソフトウェア、クラ

イアントソフトウェア（新電子カルテ端末 750 台分）、

データベース等のライセンスを含む。） 
一式 

（３）サーバ環境構築 

 当センターが別途調達する物理サーバに対する本シ

ステムのサーバ環境構築（ＯＳ上のミドルウェア・デ

ータベース・本システムの導入及び設定） 

（物理サーバは別調達するため本仕様の対象外） 

一式 

（４）クライアント環境 

      設定 

 本システムクライアントの導入・設定（新電子カルテ

システム用クライアント端末のマスタイメージへの組込

みを前提とした、組込み用モジュール及び導入手順書の

提供、配付用マスタの調整・検証並びに組込み後の動作

確認） 

一式 

（５）保守 
 本システムの保守（ソフトウェア保守、問合せ対応、

障害対応） 
７年間 

（本調達で対象外となるもの） 

・ サーバ機器及びそのハードウェア保守（Windows Server 2025 Standard を搭載したサー 

  バ１台を別途調達する。） 

・ Windows Server 2025 CAL（本調達では不要とする。） 

・ クライアント端末本体の調達 

・ 部門システムオプション「歯科カルテシステム」の原本担保・参照機能の追加開発（別途調 

 達予定。ただし本システムは当該オプションの追加開発に対応できることを前提とする。） 

・ 既存電子カルテ事業者側に発生する費用 

 

６  構築・データ移行要件 

（１）  データ抽出は既存電子カルテの稼働中にのみ実施可能であることを踏まえ、受注者は

契約締結後速やかにデータ解析・抽出方式の設計に着手し、抽出・検証のスケジュール

を当センターに提出すること。 

（２）  新電子カルテシステムへの切替えスケジュール及び既存電子カルテ事業者のデータ移

行作業と競合しないよう、当センター及び関係事業者との調整に協力すること。 

（３） 切替え直前までの診療情報に欠落が生じないよう、最終データ抽出（差分抽出を含 

       む。）の方式を提案時に明示すること。 

（４）  本システムクライアントは、新電子カルテシステム用クライアント端末のマスタイメー 

    ジに組み込んで配付する。受注者は、サイレントインストールに対応した組込み用モジュ 

      ール及び導入手順書を、新電子カルテシステムのマスタイメージ作成スケジュールに間に 

      合う時期に提供し、マスタイメージへの組込み・検証に協力すること 

（５） 受注者は、データ移行の完了時に移行結果報告書を納品すること。移行結果報告書に 

   は、データ種別ごとの移行件数（抽出元件数との対比）及び当センターが指定するサンプ 



    ル患者数名分（修正歴を有する患者を含む。）の表示確認結果を記載すること。 

（６） データ抽出にあたり、当センターが保有する既存の抽出済みデータ（新電子カルテシス 

   テムへのデータ移行用として現電子カルテベンダーが作成したもの）を利用することがで 

    きる。ただし、その利用の有無にかかわらず、受注者は別紙「統合カルテビューア要求仕 

      様書」に定めるデータ要件を満たすこと。既存抽出データに含まれない診療情報は、受注 

      者が既存電子カルテシステムから抽出すること。 

 

７  システム要件 

（１） 本システムの機能要件・データ要件は、別紙「統合カルテビューア要求仕様書」による 

    こと。 

（２） 別紙仕様書において「本機能はスコープには含まれない」と記載した機能（BCP対応、 

      名寄せ機能）は、将来対応の計画があるため対応可能な機能を有していれば足り、本調達 

      での整備・費用計上は要しない。 

（３） 本システムは、「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第 7.0版」（厚生 

      労働省）に適合する構成とすること。 

 

８  保守要件 

（１） 保守期間中、平日日中帯の問合せ窓口を設けること。 

（２） 障害発生時は、当センターからの連絡に基づき速やかに切り分け・復旧対応支援を行う 

    こと。 

（３） ソフトウェアの不具合修正は、稼働開始から１年間は追加費用なく提供すること。 

 

９  その他事項 

（１） 受注者は、本件業務中に知り得た情報を業務に必要な範囲内においてのみ利用するもの 

      とし、情報漏洩防止のため取り扱いに十分留意するとともに、これを第三者へ漏らしては 

      ならない。個人情報を取り扱う場合は、個人情報の保護に関する法律及び当機構の定める 

      規程を遵守すること。 

（２） 受注者は、「医療情報を取り扱う情報システム・サービスの提供事業者における安全管 

      理ガイドライン」（総務省・経済産業省）を踏まえ、適切な安全管理措置を講ずること。 

（３） 受注者は、業務の全部又は主たる部分を原則第三者に委託してはならない。業務の一部 

    を再委託する場合は、事前に書面により当センターの承認を得ること。 

（４） 受注者は、作業後に業務完了報告書を提出すること。また併せて、操作マニュアル、手 

      順書、カタログ等を納入すること。形式は、紙一式・Excel形式・PDF形式とする。 

（５） 本調達にて整備した内容が有効に稼働するために必要な調整については、受注者の負担 

      をもって行うこと。 

（６） 本調達の導入の際には、各種仕様について最新の状態で納品すること。 



（７） 物品の納入・搬入・調整に要する費用は本契約に含むこと。 

（８） 本契約の履行に際し、仕様書に記載のない事項・疑義の生じた事項については独自に判 

      断せず、発注者との協議の上、決定するものとする。 

以上 


